
感 想 カ ー ド（概要） 

平成 17 年 9 月 17 日（第６回分科会会議） 

全体会について 

●運営委員会の委員の選出をして運営委員会を早く進行して、スムーズな討論をして意見

を集約していきたい。 

 

分科会について 

●（前回の 9月 3日会議に参加して）すでに布設されたレールの上に性能の異なる機関車、

用途や速度の異なる列車などさまざま。運営の討議は必要だと思う。各人の納得するまで

話し合う、譲る所はゆずる必然性も出てくる。だが、主催はあくまでも区が開いた「区民

会議」の路線を脱線せずに、それだけに事務局の苦労に感謝する。各班の構成６、７人の

定数と極めて、来た順に、できれば自由に着班したらどうか。討議の前に 10 分程度の自

己紹介を、その後は討論を。グループの固定化、特定意見を提出せずに自由な見解の発表

を。見る限り年代の方が一言居士が多いようだから、それぞれの発言が得られると思う。

●第 6分科会は重要なので、意見の集約を深く、濃く進めていきたいと思う。 

 

その他（自由意見など） 

●このような会合・交流会は研鑽と見識を自分に必要な又、欠けている部分を補う学習の

場として活用していきたい。いままでの拝聴する会議ではなくて、発言または発表させて

いただける面での学習の場として、知らなかった人との交流の場として活用していきた

い。くどいけどいい会合を持ちたいと願うが、残念なことに若い人の意見が聞こえてこな

いのが寂しい。 

 


